
　

　　
　

　

　春らしい陽気になってきました。季節の変わり
目ですので体調管理には十分ご注意下さい。

弥　生
玉川ホーム園長　　猪腰　久子

　
　
　
「あったかいんだからぁ～♪」と口ずさみたくなる日があれば、朝夜はまだ冷え込み寒暖の差が激しく、
春の訪れが待ち遠しく感じられます。
　時間が過ぎるのは早く、今年度も残すところわずかになりました。日頃から利用者の皆様、ご家族の皆
様、地域の皆様のご支援ご協力に感謝申し上げます。平成27年度も利用者お１人おひとりが笑顔で楽しく
生活していただくことができる、心のこもった温かなサービスの提供に努めてまいりますのでよろしくお
願いいたします。
　皆様方も時節柄ご健康に留意され、体調をくずされませんようお元気でお過ごしください。

本日のメニュー 
・コールスローサラダ 

・春の天ぷら盛り合わせ 

・ちらし寿司 

・菜の花の澄し汁 

・フルーツ盛り合わせ 

・ケーキ盛り合わせ 
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 ２月２６日木曜日、法人全体研

究発表会が開催されました。 

 当ホームからは杉浦介護員が

「誤薬ゼロ」へ向けた取り組み、

水野介護員が「骨折しやすい利用

者様の介護方法」についての研究

成果を発表しました。 

 ３月３日火曜日、ひな祭り茶話会が行われました。 

甘酒とひなあられを味わい楽しいひとときを過ごさ

れました。 

 皆さんから「あまくて、おいしぃ～」という声や、

「昔ひな人形を家で飾ったの」と昔を懐かしむ姿が

見られました。 

あまーい ひなあられもおいしい 

 ３月１３日金曜日、ひな祭りバイキングが行われ

ました。 

 皆さん何日も前から楽しみにされていた様子で、

テーブル一杯の料理に大変喜ばれていました。 

 特に春の天ぷら盛り合わせは大好評でした。 

天ぷら盛り合わせ 

身元引受人の皆様へ 

 身元引受人の皆様には、日頃より当ホームの運営に

ご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 この度の介護報酬改定に伴い、４月１日より利用料

等が変更となります。  

 この改定により、玉川ホームの「契約書」及び「重

要事項説明書」の内容にも変更が生じますので、近日

中に変更内容についてのご案内を郵送いたします。 

 ご確認のほどよろしくお願い申し上げます。 

平成２７年度介護報酬改定について

（多数の職員が参加しました） 

 １日・１５日（水）生花クラブ 

     ８日（水）誕生会 

    １５日（水）お花見 

    毎週木曜日 書道クラブ 



　食事サービス委員会　　　　　委員長　神場　成子
　
　選択食、バイキング食、外部注文食を計画し、楽しく食事
ができる雰囲気作りができました。

　行事委員会　　　　　委員長　佐藤　慎吾
　
　行事委員会では、「利用者の皆様に喜びや楽しみを感じて
いただくため、季節感のある行事とドライブを企画し実施す
る」を目標に取り組んでまいりました。
　多くの方に参加していただき、皆様の笑顔を見ることが出
来ました。
　今後も皆様に楽しんでいただけるような行事、ドライブを
企画してまいります。

　中央棟介護職員　　　　　介護長　原　春美
　
　利用者の皆様が快適で安心した生活が送れるよう定期的
にケアの技術の確認を行い、サービスの向上に努めてまい
りました。
　来年度もさらに、サービスの向上に努め、笑顔で楽しみ
のある生活が送れるよう努めてまいります。

　南棟介護職員　　　　　介護長　國分　艶子

　利用者の皆様が楽しく生活できるよう、レクリエーショ
ン活動や音楽体操に日々、取り組んでまいりました。
　今後も技術の向上に努めてまいります。

　医務職　　　　　看護長心得　星　弘子
　
　受診や入院される方が増え、利用者の皆様の重度化が進
んでいると感じています。
　利用者の皆様に、健康で過ごしていただけるよう健康診
断をはじめ日頃の観察から状態の変化を察知し、早期治療
に繋げられるよう努めてまいりました。
　ご家族の皆様には、入院の際、治療方針や入院計画等の
情報提供をいただきありがとうございました。

　事務職　　　　　事務員　安田　道
　
　各所属と情報を共有し連携もスムーズに行うことができま
した。今後も密な連携を心がけてまいります。

　感染症対策委員会　　　　　委員長　箭内　辰子
　
　今年度の目標は、「感染症の情報を共有し、発生拡大を
予防する」でした。ノロウィルスの発生はありませんでし
たが、インフルエンザは数名発生してしまいました。
　しかし、職員の手洗い、うがい、マスク着用、面会者の
方へのマスク着用の徹底、また、発生直後の委員会の早急
な対応などにより拡大を防ぐ事が出来ました。
　ご家族の皆様ご協力ありがとうございました。

　ぬくもりケア研究会　　　　　委員長　原　春美
　
　手・足・背中のマッサージを語りかけながら手と手がふ
れあうぬくもりケアを実践し利用者の皆様より「気持ちよ
かった」、「手が温まった」、「次はいつになりますか」
との言葉が聞かれました。
　引き続きケアの方法について研究し利用者の皆様が
「あったかい気持ち」になれるよう努めてまいります。

　栄養・調理職　　　　　主任栄養士　神場　成子
　
　お掃除の行き届いた給食施設で、安全でおいしい食事を
提供することができました。

　生活相談員職　　　　　主任生活相談員　中越　友勝
　
　利用者の皆様の相談援助や、ご家族の連絡対応等を適切
に行なうことができました。また、苦情や要望に対しても
迅速に対応することができました。今後も利用者の皆様や
ご家族の希望に沿えるよう、サービスの向上に努めてまい
ります。

　機能訓練職　　　　　機能訓練指導員　水上　輝彦
　
　今年度も事故なく過ごすことができました。
訓練中、笑顔を交えた会話を通して「心と心」のコミュニ
ケーションが出来たと思います。
　人は「心と心」がふれあった時、「幸福」を感じる事が
出来るのだという事を痛感した一年でした。

　ケアサービス委員会　　　　　委員長　齋藤　智子
　
　利用者の皆様、ご家族の意向を確認し、利用者の皆様
の状態が維持・向上できるよう多職種協同でケアプラン
を作成し、援助を行うことができました。

　研修委員会　　　　　委員長　星　美奈子
　
　内部研修の企画、外部研修への参加を計画通り実施す
ることが出来ました。今後も利用者の皆様に満足してい
ただける介護サービスを提供するため、知識・技術の向
上を目指してまいります。

　リスクマネジメント委員会　　委員長　佐々木　克明
　
　利用者の皆様に安全に生活して頂けるよう、職員のリ
スクに対する意識の向上と情報の共有を図ることを目標
に取り組んでまいりました。
　今後も当ホームにおける様々なリスクへの危機意識を
高め、利用者の皆様に安心して生活して頂けるよう、他
職種協同で取り組んでまいります。

　排泄改善委員会　　　　　委員長　佐藤　和代
　
　新規入所時、退院再入所時に排泄実態調査を行い、随
時見直すことが出来きました。
　また、紙おむつの基本的なあて方や、個人の状態に合
わせたあて方について園内研修やグループでの伝達を行
い周知することが出来ました。

　褥瘡対策委員会　　　　　委員長　星　弘子
　
　褥瘡のある方に対し形成外科の受診、処置の仕方や軟
膏処方を受け体位変換の徹底など改善に向け努めまし
た。
　また、褥瘡までいかない皮むけや圧迫による発赤、た
だれ、水疱などの皮膚トラブルも悪化することなく早期
に対応できました。特に茶葉のにぎり棒を試してみて手
のただれ、褥瘡の発生がありませんでしたので今後も継
続していきたいと思います。
　栄養状態の低下や循環不全によるむくみなど褥瘡にな
りやすい高リスクの方が多いなかで各所属と連携をとっ
て対応することができました。


